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～のばそう！健康長寿、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康長寿、担おう！地域づくりを～

　県老連では、市町老連・地区老連が実施する「健康と生きが
いづくり事業」を支援するために「健康づくり推進員」を設置
し、要請に応じて講義や実技指導者として派遣しています
が、平成27年度から、新たに坂井市丸岡町の石田正美氏（写
真）を「健康づくり推進員」として委嘱いたしました。（全老連
主催の健康づくり中央セミナー（27年3月2日～3日）を受
講、全老連「健康づくり推進員」認定）

健康づくり
推進員の紹介

新役員紹介

会 　 長

副 会 長

理 事

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

常務理事

評 議 員

堀 内　　英 治

藤 井　　溢 美

三 嶋　　重 徳

土 屋　　順 信

八 十 島  幸 雄

五十嵐  二三男

池 上　栄 一 郎

藤 本　　澄 子

中 谷 　 章

小 川　　宣 夫

八 木　敬 一 郎

（福 井 市 老 連）

（敦 賀 市 老 連）

（小 浜 市 老 連）

（大 野 市 老 連）

（越 前 市 老 連）

（坂 井 市 老 連）

（越 前 町 老 連）

（県老連女性委員長）

（県社協専務理事）

（ 県 老 連 ）

（あわら市老連）

（平成 27年 5月 29日就任）

健康づくり推進員一覧

会長　堀 内　英 治

就任のごあいさつ
一般財団法人 福井県老人クラブ連合会

　この度、県老連役員の改選に伴い会長に就任いたしました。

　老人クラブ会員の皆様におかれましては、平素より本会の事業推進にご支援・ご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。

　さて、老人クラブでは、健康・生きがいづくり活動や友愛活動、奉仕活動を通じて安心・安全

な地域づくりに取り組んでいるところです。

　高齢者が増え続けるなか、要介護者の増加、高齢者の孤立、消費者被害の拡大などさまざまな問題が表面化してい

ますが、住みなれた場所での生活を長く続けるためには、これまでの経験を生かして、自らの健康寿命をのばし、同

世代同士の見守りや生活支援による支え合い活動に取り組んでいく必要があります。

　特に、平成27年度からの介護保険制度の見直に伴う「新地域支援事業」に積極的に参画し、市町行政や他団体と

協働し取り組むことが求められています。

　これらの取り組みにより老人クラブが広く認知され、現在推進している会員増強運動にもつながるものと考えます。

　今後とも、会員の皆様方のご支援・ご協力をお願いいたしますとともに、ますますのご健勝とご活躍をご祈念申しあ

げまして、就任のごあいさつといたします。
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Ⅰ
．基
本
方
針

わ
が
国
は
高
齢
者
が
増
え
続
け
る
な
か
、
要
介
護
者
の
増

加
、
高
齢
者
の
孤
立
、
消
費
者
被
害
の
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
表
面
化
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、仲
間
づ
く
り
を
基
本
に
、生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
、
幅
広
い
活
動
を
実
践

し
て
き
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
長
く
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
自
ら
の
健
康
寿
命

を
の
ば
し
、
同
世
代
同
士
の
見
守
り
や
生
活
支
援
に
よ
る
支
え

合
い
を
通
じ
、
高
齢
者
の
直
面
す
る
課
題
に
対
応
し
た
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
や
自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
団

体
と
連
携
し
て
、
共
に
あ
た
た
か
な
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
多
く
の

高
齢
者
が
ク
ラ
ブ
に
集
い
、
す
べ
て
の
地
域
に
ク
ラ
ブ
の
輪
を
広
げ

る
会
員
増
強
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

本
会
で
は
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
を
」
の
全
国
統
一メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、
県
を
は
じ
め
各

行
政
機
関
や
関
係
諸
団
体
の
協
力
・
支
援
を
得
な
が
ら
市
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
連
携
を
密
に
し
て
積
極
的
に
各
種
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ
．推
進
事
項

１　

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
「
一万
人
会
員
増
強
運
動
」
の
展
開

２　

健
康
寿
命
を
の
ば
す

　
　
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
」
の
充
実

３　

生
活
を
支
援
す
る

　
　
「
地
域
支
え
合
い
（
友
愛
）
活
動
」
の
推
進

４　

消
費
者
被
害
防
止
に
向
け
た
活
動
の
実
践

Ⅲ
．事
業
実
施
計
画

１
．
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
及
び
介
護
予
防
推
進
事
業

　
　

①
高
齢
者
健
康
・
生
き
が
い
講
座
事
業

　
　

②
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　
　

③
福
井
県
知
事
杯
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
事
業

　
　

④
県
老
連
会
長
杯
公
式
ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
事
業

　
　

⑤
高
齢
者
地
域
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業

　
　

⑥
健
康
づ
く
り
推
進
員
派
遣
事
業

　
　

⑦
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
参
加
活
動
事
業

　
　

⑧
ラ
ジ
オ
体
操
・
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
及
び
体
力
測
定
の
推
進

２
．
高
齢
者
相
互
支
援
及
び
地
域
支
え
合
い
活
動
等
、

　
　

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
推
進
事
業　

　
　

①
友
愛
募
金
運
営
事
業

　
　

②
お
年
寄
り
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業

　
　

③
高
齢
者
元
気
活
躍
支
援
事
業

　
　

④
子
ど
も
見
守
り
活
動
の
推
進

　
　

⑤
防
犯
、
防
災
、
交
通
安
全
活
動
の
推
進

３
．
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
推
進
事
業

　
　

①
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修
開
催
事
業

  　

 

②
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
事
業

　
　

③
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
事
業

　
　

④
全
老
連
等
研
修
会
参
加
事
業

　
　

⑤
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
参
加
事
業

４
．
会
員
増
強
・
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
取
り
組
み

　
　

①
老
人
ク
ラ
ブ
「
一万
人
会
員
増
強
運
動
」

　
　
　

～
年
間
1
ク
ラ
ブ
2
名
純
増
で一万
人
～
の
推
進

　
　

②
会
員
純
増
ク
ラ
ブ
・
市
町
老
連
表
彰

　
　

③
活
動
賞
・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
　

④
ク
ラ
ブ
活
性
化
部
会
提
言
内
容
（
報
告
書
）
の
実
践

５
．
広
報
活
動
推
進
事
業

　
　

①
機
関
紙
「
ふ
く
い
県
老
連
」
の
発
行

　
　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
発
信

６
・
全
国
運
動
・
全
国
共
通
目
標
の
取
り
組
み

　
　

①
全
国
三
大
運
動
（
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
）
の
推
進

　
　

②
「
老
人
の
日
」「
老
人
週
間
」
の
取
り
組
み

　
　

③
全
国
一斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
り
組
み

　
　

④ 

老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
計
画
・
実
践
提
案
の
取
り
組
み

　
　

    

・
老
人
ク
ラ
ブ
「
一〇
〇
万
人
会
員
増
強
運
動
」

　
　

    

・「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
向
け
て
の
行
動
提
案

　
　

    

・
老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
者
被
害
防
止
キ
ャ
ンペ
ー
ン

　
　

⑤ 

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
の

         

加
入
促
進

　
　

⑥
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
章
の
普
及

７
．
法
人
運
営

　
　

①
役
員
会
等
の
開
催

　
　

②
関
係
機
関
と
の
連
携

　
　

③
計
画
的
か
つ
円
滑
な
予
算
及
び
事
業
執
行

平
成
27
年
度
事
業
計
画
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平成27年度　収支（損益）当初予算書　　（単位：千円）

収
入
の
部

科　　　　目 当初予算額 附　　　　記
基本財産等運用益 213

分担金収入 7,690 国庫クラブ @7,000 円　　その他クラブ @1,000 円

受取補助金 18,387 福井県補助金

受取負担金 1,766 研修会等の参加者負担金

受取寄付金 10,700 友愛募金

委　託　金 1,400 福井県健康管理協会等委託金

雑　収　益 804 預金利息等

収　入　合　計 40,960

支
出
の
部

科　　　　目 当初予算額 附　　　　記

事　業　費

43,497

14,925 １．高齢者の健康づくり及び介護予防推進事業

16,860 ２．高齢者相互支援及び地域支え合い活動等、暮らしの安全・安心推進事業

9,893 ３．老人クラブ育成指導推進事業

1,819 ４．広報活動推進事業

管　理　費 4,159

支　出　合　計 47,656

収支（損益）差額 △ 6,696

平成27年度　事業予定表　　（27年４月１日～28年３月31日）

月 日・曜日 事業名 月 日・曜日 事業名

5

13 ㈬
15 ㈮
29 ㈮

女性委員会
監事監査・第 1 回理事会
第 1 回評議員会 10

   8 ㈭
17 ㈯～ 20 ㈫
21 ㈬

28 ㈬～ 29 ㈭

友愛募金運営委員会
第 28 回全国健康福祉祭（山口県）
第 42 回県老人クラブ大会
( 小浜市 )
全国老人クラブ大会（静岡県）

6

   1 ㈪～  2 ㈫

   5 ㈮
16 ㈫～ 17 ㈬

都道府県指定都市老連中央
セミナー
表彰選考委員会
合同研修会（市町老連会長会議）

11

13 ㈮
19 ㈭～ 20 ㈮

会長杯公式ワナゲ交流大会
第 27 回女性リーダーセミナー

7

   3 ㈭～  4 ㈮

   9 ㈭
14 ㈫
16 ㈭
21 ㈫
23 ㈭

東海・北陸ブロック研修会
( 名古屋市 )
老人家庭相談員研修会（丹南）
老人家庭相談員研修会（嶺南）
老人家庭相談員研修会（坂井）
老人家庭相談員研修会（奥越）
老人家庭相談員研修会（福井）

1

13 ㈬～ 14 ㈭
20 ㈬

在宅福祉を支える友愛セミナー
第 2 回理事会 ・市町老連会長会議

8
   4 ㈫～ 5 ㈬ 女性リーダーセミナー

2
18 ㈭
24 ㈬～ 26 ㈮

市町老連会長会議 ( 予算連絡会議） 
老人クラブ健康づくり
中央セミナー 

9

   2 ㈬
15 ㈫
19 ㈯ 
20 ㈰
25 ㈮

表彰選考委員会
老人の日 「老人週間」15 ～ 21 日
ふくい健康長寿祭 2015
全国一斉社会奉仕の日
知事杯グラウンドゴルフ大会

3

11 ㈮
18 ㈮

第 3 回理事会
第 2 回評議員会

※全老連、他団体の事業…青字
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福井県老人クラブ

「1万人会員増強運動」の推進
～年間1クラブ2名純増で1万人～

　県老連では、１万人の会員増を目標に、平成26年度から30年度までの5年間を運動期間として、「１万人
会員増強運動」を推進しています。
　老人クラブの役員をはじめ会員の皆様には、この１年間非会員への声掛けや勧誘活動等に積極的に取り組
んでいただいたところですが、会員数は昨年度比1,817人減の60,829人となりました。
　しかし、昨年度の1,911人減に比べて僅かではありますが減員数が少なくなっています。
　各市町老連で会員数が減少する中、若狭町老連では加入年齢の見直しや積極的な勧誘活動に取り組んだ
結果32人増の成果をあげています。
　また、越前市北日野第１クラブでは入会案内チラシの配布と戸別訪問、地域住民を誘引するために区長へ
の入会要請、ソフトボール等のスポーツをとおした勧誘等を積極的に行うことにより、会員数が前年の85人
から37人増えて122人となりました。
　会員増強運動も2年目に入っています。運動推進のＰＲや会員一人ひとりが担い手となった勧誘活動に積
極的に取り組み、目標を達成しましょう。
　なお、初年度の会員増強運動の結果は次のとおりです。

平成 26 年度 会員増強運動結果（クラブ数・会員数調べ）

市 町 名
ク　　ラ　　ブ　　数 会　　　　員　　　　数　　　（人）

26 年度 27 年度 増減 26 年度 27 年度 増　減 会員増強年間
目標数

福 井 市 198 198 0 10,158 9,870 -288 +404

敦 賀 市 100 100 0 5,219 5,153 -66 +200

小 浜 市 70 71 +1 3,676 3,516 -160 +140

大 野 市 69 69 0 3,627 3,585 -42 +138

勝 山 市 46 44 -2 2,098 1,986 -112 +94

鯖 江 市 89 86 -3 4,354 4,111 -243 +184

あ わ ら 市 61 60 -1 3,566 3,456 -110 +122

越 前 市 125 122 -3 7,355 7,133 -222 +250

坂 井 市 91 88 -3 5,373 5,068 -305 +182

永 平 寺 町 30 30 0 1,923 1,851 -72 +60

池 田 町 9 9 0 616 584 -32 +20

南 越 前 町 23 23 0 1,909 1,881 -28 +46

越 前 町 49 49 0 3,734 3,606 -128 +98

美 浜 町 31 32 +1 2,095 2,084 -11 +64

高 浜 町 38 38 0 2,500 2,482 -18 +76

お お い 町 22 22 0 1,392 1,380 -12 +44

若 狭 町 71 72 +1 3,051 3,083 +32 +142

計 1,122 1,113 -9 62,646 60,829 -1,817 +2,264



福井県老連  第147号
平成27年9月
福井県老連  第147号
平成27年9月
福井県老連  第147号
平成27年9月
福井県老連  第147号
平成27年9月

5

◎ 

介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
、市
町
は
要
支
援
者
に
対
し
て
、

平
成
27
年
度
か
ら
3
年
間
に
お
い
て
独
自
の
新
地
域
支
援
事

業
に
取
り
組
み
、対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◎ 

新
地
域
支
援
事
業
は
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
、地
域
団
体
や
住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い

の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎ 

老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う
事
業（
活
動
）が
、高
齢
者
の
在
宅
生
活

を
支
え
る「
新
地
域
支
援
事
業
」と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、

関
係
者
と
の
協
議
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

  

１
． 市
町
老
連
は
、速
や
か
に
市
町
行
政
の
対
応
計
画
を
把
握

し
、首
長
や
担
当
者
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業（
活
動
）に
つ

い
て
説
明
し
、新
地
域
支
援
事
業
と
の
関
連
を
再
認
識
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
⑴
市
町
か
ら
の
説
明
へ
の
対
応

　
　

 　

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
説
明・相
談・参
画
の
呼
び
か
け

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

 

老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業（
活
動
）に
つ
い
て
充
分
理
解
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
⑵
協
働
の
場（
協
議
体
）へ
の
参
加

　
　

 　

協
議
体
への
参
画
に
よ
って
、老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業（
活
動
）

は
多
様
な
関
係
者
に
も
理
解
さ
れ
、連
携
が
深
ま
り
ま

す
。

  

２
． 老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業（
活
動
）が
新
地
域
支
援
事
業
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、積
極
的
に
働
き
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
⑴ 

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
活
か
し
た

　
　
　
介
護
予
防・生
活
支
援
活
動

　
　

 　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
地
域
の
支
援
を
必
要
と
す
る
会
員・

高
齢
者
を
対
象
に
、声
か
け
、安
否
確
認
、話
し
相
手
、ご

み
出
し
、外
出
支
援
等
の
友
愛
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
　

 　

こ
の
経
験
を
活
か
し
、新
地
域
支
援
事
業
の
理
念
の
共

有
に
努
め
、介
護
予
防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と

し
て
、行
政
や
住
民・関
係
者
と
協
働
し
た
活
動
を
す
す

め
ま
し
ょ
う
。

　
⑵
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
介
護
予
防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
　

 　

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
は
、介

護
予
防・生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
事
業
化
し
て
老
人
ク
ラ
ブ

が
こ
れ
を
担
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。例
え
ば
、毎
日
の

家
事
援
助
、外
出
支
援
、配
食
な
ど
日
常
的
な
支
援
や
健

康
教
室
、体
力
測
定
等
の
定
期
的
な
支
援
の
中
に
は
、事

業
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
⑶
そ
の
他
の
具
体
的
な
事
例

 

　
　・ 

多
様
な
通
い
の
場
　　
　

　
　

 

交
流
サ
ロ
ン・喫
茶
室・趣
味
サ
ー
ク
ル
、健
康
教
室
、体
力

測
定
、介
護
予
防
教
室
な
ど

 

　
　・ 

多
様
な
生
活
支
援

　
　

 

声
か
け
、安
否
確
認（
電
話
訪
問
）、見
守
り
、話
し
相
手
、

お
知
ら
せ
届
け
等
情
報
提
供
、高
齢
者
詐
欺
被
害
防
止
、

防
火・防
犯・防
災
や
災
害
避
難
協
力
な
ど

「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
向
け
て
の
行
動
提
案

〜
老
人
ク
ラ
ブ
・
高
齢
者
が
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の
担
い
手
に
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6
月
16
日
～
17
日
、
あ
わ
ら
市
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉
に

お
い
て
17
市
町
の
会
長
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
、
事
務
局
長
は

じ
め
事
務
担
当
者
50
名
が
参
加
し
て
、
平
成
27
年
度
合

同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
会
員
増
強
運
動
の
推
進
、
新
地
域
支
援
事

業
に
向
け
て
の
行
動
提
案
、
高
齢
者
被
害
防
止
キ
ャ
ンペ
ー

ン
、
老
連
主
要
事
業
に
つ
い
て
の
基
調
説
明
、
講
演
、
会

長
会
議
、
分
散
会
が
、
2
日
目
は
活
動
報
告
、
全
体
会

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
老
人
パ
ワ
ー
で
町
づ
く
り
の
秘
訣
と
は　

～

老
人
ク
ラ
ブ
が
主
役
で
巻
き
起
こ
せ
地
域
の
絆
～
」
と
題

し
て
、
夢
み
ら
い
館
・
さ
ば
え
館
長
の
奥
谷
崇
先
生
か
ら

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
「
若
手
会
員
活
動
の
立
ち
上
げ
」
に
つ

い
て
、
原
智
津
栄
美
浜
町
老
連
会
長
か
ら
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

会
長
会
議
や
分
散
会
で
は
、「
一
万
人
会
員
増
強
運
動
」

の
推
進
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
全
体
会
に
お
い
て
代
表
者
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
長
会
議
に
お
い
て
、
２
０
１
８
年
（
平
成
30

年
）
9
月
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気

国
体
」
に
向
け
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
会
員
一
人
ひ

と
り
が
「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」
と
い
う
様
々
な
立

場
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
宣
言
す
る「
宣

言
文
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
内　

容
】

1. 

分
散
会

① 

会
長
会
議
で
の
主
な
意
見
等

　

ク
ラ
ブ
・
会
員
数
減
の
要
因

　

・ 「
補
助
金
に
係
る
事
務
手
続
き
が
煩
雑
だ
」
と
の
理

由
で
会
長
の
な
り
手
が
な
く
休
会
に
な
る
。

　

・
長
年
同
じ
活
動
を
行
って
い
て
新
味
が
な
い
。

　

・
若
手
高
齢
者
は
仕
事
の
関
係
か
ら
加
入
が
難
し
い
。

　

・
老
人
ク
ラ
ブ
は
行
事
が
多
す
ぎ
る
か
ら
と
敬
遠
す
る
。

　

会
員
増
強
運
動
2
年
目
に
向
け
て

　

・ 

補
助
金
に
係
る
事
務
手
続
き
を
老
連
が一括
し
て
行
っ

た
り
、
行
政
が
ひ
な
型
を
作
る
な
ど
の
支
援
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

・ 
誰
も
が
参
加
で
き
る
行
事
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
活

動
内
容
の
見
直
し
を
行
う
。

　

・ 

地
域
の
歴
史
に
関
し
た
テ
ー
マ
で
研
修
旅
行
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
好
評
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
業
を
企

画
す
る
こ
と
で
会
員
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

・ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
を
行
う
な
ど
、
指
導
者
研
修

会
の
内
容
を
見
直
し
た
い
。

　

・ 

若
手
委
員
会
の
協
力
を
得
て
後
継
者
育
成
に
取
り
組

み
た
い
。

　

・ 

ク
ラ
ブ
空
白
地
調
査
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
基

に
新
た
な
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
目
指
す
。

② 

女
性
リ
ー
ダ
ー
グ
ル
ー
プ
で
の
主
な
意
見
等

　

 

（
女
性
の
視
点
か
ら
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
）

　

会
員
減
少
の
原
因
と
は

　

・ 

役
員
に
な
る
の
が
嫌
で
入
会
し
な
い
。
ま
た
、
役
員

の
な
り
手
が
な
く
休
会
に
な
る
。

　

・ 

会
員
の
高
齢
化
が
進
み
若
手
高
齢
者
が
入
会
し
に
く

い
。

　
・
交
通
手
段
の
確
保
が
難
し
く
活
動
に
参
加
し
に
く
い
。

　

ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
と
よ
い
か

　

・
役
割
の
分
散
化
を
図
る
。

　

・ 

女
性
の
会
や
壮
年
会
と
連
携
を
図
り
、
一
定
年
齢
に

達
し
た
ら
入
会
す
る
流
れ
を
つ
く
る
。

　

・
誰
も
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
イ
ベン
ト
を
実
施
す
る
。

　

・
と
に
か
く
声
か
け
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
に
で
き
る
こ
と

　

・
女
性
部
と
家
庭
相
談
員
と
の
協
動

　

・
女
性
の
み
の
活
動
（
い
き
い
き
集
い
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
）

　

・
花
を
植
え
る
な
ど
の
環
境
美
化
運
動

2. 

講　

演

　
「
老
人
パ
ワ
ー
で
町
づ
く
り
の
秘
訣
と
は　

　
　
　
〜
老
人
ク
ラ
ブ
が
主
役
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻
き
起
こ
せ
地
域
の
絆
〜
」

夢
み
ら
い
館
・
さ
ば
え　
　

館
長　

奥
谷　

崇　

氏

　

高
齢
社
会
の
中
に
あ
っ
て
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
感
が
出
た
と
き
会
員
は
増
え
る
の
で

は
な
い
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
①
元
気
な
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

合
同
研
修
会

県
老
連
事
業
報
告

（
4
月
〜
8
月
）
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対
応
し
た
活
動
や
通
い
の
場
づ

く
り
②
安
心
・
安
全
・
生
き

が
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
見
守
り
、
子
育
て
・
学

童
保
育
活
動
③
一
人
暮
ら
し
・

認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
支

え
手
と
し
て
の
活
動
等
、
時

代
の
要
請
に
応
え
る
老
人
ク

ラ
ブ
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
活
動
の
ア
ピ
ー
ル
・

Ｐ
Ｒ
、
活
発
な
家
庭
訪
問
な
ど
、
活
動
の
見
え
る
化
を
図

る
と
と
も
に
、
壮
年
会
や
子
供
会
等
い
ろ
ん
な
年
齢
層
の

人
達
と
の
活
動
を
実
施
す
る
な

ど
、
他
団
体
と
の
連
携
・
協
力
が

必
要
で
あ
る
と
の
お
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
経
験
豊
富

な
高
齢
者
の
熱
い
思
い
を
、
若
い

人
に
伝
え
て
いっ
て
い
た
だ
き
た
い

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
お
話
し
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
活
性
化
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

3. 

事
例
発
表

　
「
若
手
会
員
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　

立
ち
上
げ
に
つ
い
て
」

　
　
美
浜
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

原　

智
津
栄　

氏

　

１
．
美
浜
町
老
連
の
現
状

　
　

・ 一昨
年
「
若
手
会
員
が
入
ら
な
い
か
ら
役
員
の
な
り

手
が
な
い
」
と
の
理
由
で
1
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
た
。

　
　

・ 

昨
年
、
単
位
ク
ラ
ブ
を
集
め
、
問
題
点
等
を
話
し

合
う
会
議
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
60
歳
代
の
会
員

か
ら
問
題
点
と
希
望
を
聞
く
会
議
を
地
区
ご
と
に

開
催
し
た
。

　

２
．
若
手
が
入
ら
な
い
原
因
と
問
題
点

　
　

・ 

青
年
団
や
婦
人
会
を
な
く
し
た
と
い
わ
れ
る
、
団

塊
の
世
代
が
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
年
齢
に
な
っ
た
こ

と
。

　
　

・ 
60
歳
代
で
は
働
い
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
。

　
　

・ 
60
歳
代
で
は
老
人
と
思
って
い
な
い
こ
と
。

　
　

・ 

老
人
ク
ラ
ブ
は
60
歳
～
90
歳
と
年
齢
差
が
あ
り
、

同
じ
活
動
は
面
白
く
な
い
。

　

３
．
美
浜
町
老
連
が
考
え
た
活
動

　
　

・ 

今
年
度
、
60
歳
代
の
会
員
が
集
ま
り
、
若
手
中
心

の
活
動
を
計
画
し
た
。

　
　

・ 

ク
ラ
ブ
長
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
60
歳
代

への
連
絡
は
同
世
代
の
会
員
同
士
で
行
う
。

　
　

・ 

秋
に
、
美
浜
町
総
合
体
育
館
で
「
ユ
ニ
カ
ー
ル
」

を
楽
し
む
。

　
　

４
．
今
後
の
目
標

　
　

・ 

若
手
中
心
の
活
動
を
計
画
中
で
あ
る
が
、一人
か
ら

二
人
と
、
少
し
ず
つ
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

・ 

活
動
を
通
じ
て
、
60
歳
代
が
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社

会
を
支
え
る
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
70
歳

代
前
半
に
は
役
員
を
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

　
　

・ 

無
理
を
せ
ず
、
小
さ
な

輪
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・
活
動
の
魅
力

・
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

・
行
事
の
オ
ー
プ
ン
化

・
地
域
行
事
へ
の
参
画

・
地
域
支
え
合
い

・
若
手
人
材
の
発
掘
育
成

・
未
加
入
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト

会長会議において採択された国体に向けての宣言文

宣　　　　言

　老人クラブは、これまで高齢者の仲間づくりや健康づくり・介護予防を基本として、地
域の環境美化や世代間交流、ボランティアなど多岐にわたる活動に取組んできました。

　特に健康づくりの面においては、ラジオ体操やウォーキングの取り組み、また各種スポー
ツ大会の実施など精力的な活動を行っています。

　平成 30 年には本県において、「福井しあわせ元気国体」が開催されます。スポーツの感
動を広め、未来へつながる国体を実現するために、県民が一体となった気運の醸成が求め
られています。

　老人クラブにおいても、会員一人ひとりが「する」、「みる」、「支える」という様々な立
場から、国体に向けて積極的に取り組んでいくことを宣言します。

　一　県民１参加
　　　すべての会員が主体的に携わり、一体となって国体を盛り上げます

　一　県民１スポーツ
　　　スポーツの喜びを知り、生涯を通じた幅広いスポーツ活動に結び付けます

　一　１県民１自慢
　　　全国からの来県者を温かくもてなし、福井の魅力を発信します

　　　平成 27 年 6 月 16 日
福井県老人クラブ連合会 会長会議
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老
人
家
庭
相
談
員
と
市
町
老
連
女
性
部
長
を
対
象
に
、

県
内
5
地
域
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
日
と
会
場
及
び
参
加
者

　
　

① 

7
月
9
日　

鯖
江
市
嚮
陽
会
館

　
　
　
　
　
　

 　
　

丹
南
地
域　

２
４
７
名

　
　

② 

7
月
14
日　

敦
賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

 

嶺
南
地
域　

２
８
６
名

　
　

③ 

7
月
16
日　

坂
井
市
丸
岡
霞
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
　

 

坂
井
地
域　

１
２
６
名

　
　

④ 

7
月
21
日　

大
野
市
結
と
ぴ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

奥
越
地
域　

１
２
０
名

　
　

⑤ 

7
月
23
日　

福
井
市
市
民
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　

 

福
井
市　
　

１
９
５
名

【
内　

容
】

1. 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　

 　

老
人
家
庭
相
談
員
は
、
在
宅
寝
た
き
り
・一
人

暮
ら
し
・
要
援
護
高
齢
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
話

し 

相
手
と
な
る
こ
と
を
基
本
に
活
動
を
行
って
い
ま

す
が
、
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
に
伴
い
、
活
動
の
中
で
認

知
症
高
齢
者
と
の
か
か
わ
り

も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
　
　

 　

認
知
症
は
早
期
発
見
が
大

事
で
す
。
地
域
に
気
に
な
る

人
が
い
た
ら
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
民
生
委
員
に
連
絡
す
る
な
ど
情
報
を
つ

な
ぐ
こ
と
も
相
談
員
の
役
割
の一つ
で
す
。

　
　
　

 　

ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
新
地
域
支
援

事
業
」
の
実
施
に
向
け
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
支
援
の

担
い
手
と
し
て
期
待
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 　
　

   　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
「
認

知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
」

に
よ
る
、「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
講
座
の
内
容
）

　
　

①
認
知
症
に
つい
て
の
理
解

　
　

②
認
知
症
の
症
状
、
治
療

　
　

③
認
知
症
の
人
への
対
応

　
　

④
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

２
．
Ｄ
Ｖ
Ｄ
学
習
（
友
愛
活
動
に
つ
い
て
）

　
　
　

 　

友
愛
訪
問
活
動
の
意
義
や
、
事
例
を
参
考
に
し

た
訪
問
の
ポ
イ
ン
ト
、
聴
き
方
・
話
し
方
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つい
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

訪
問
の
ポ
イ
ン
ト

　
　

 

・
相
手
に
安
心
感
を
与
え
る
。（
笑
顔
）

　
　

 

・
自
分
か
ら
心
を
開
い
て
話
し
や
す
く
。

       

・
同
じ
目
の
高
さ
で
接
す
る
。

　

聴
き
方
・
話
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

　
　

 

・
聴
く
６
割
、
話
す
４
割
。

　
　

 

・ 

聴
く
こ
と
は
、
貴
方
に
関
心
が
あ
る
と
い
う
意
思

表
示
。

　
　

 

・
褒
め
る
こ
と
は
相
手
の
自
信
に
つ
な
が
る
。

３
．
情
報
提
供

　

 　
「
い
ま
、
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
」
と
題
し
て
、

深
刻
化
し
て
い
る
高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
特
殊
詐
欺
に
関
し
、
被
害
の
状
況
や
被
害
に
合
わ
な

い
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、
福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

方
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

老
人
家
庭
相
談
員
研
修
会

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
通
じ
て
認
知
症
の
正
し
い
知
識
や

認
知
症
の
人
と
の
つ
き
あ
い
方
を
理
解
し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
認

知
症
の
人
を
応
援
す
る
の
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
養
成
講
座
を

修
了
し
た
人
が
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
認
知
症
を
支
援
す
る
「
目
印
」
と
し
て
、ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
）
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

※
サ
ポ
ー
タ
ー
対
象
者
：
住
民
組
織
（
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど

も
会
な
ど
）、
民
生
・
児
童
委
員
、
防
災
・
防
犯
組
織
、
介
護
者
の
会

等
の
当
事
者
組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
等

高齢者の詐欺被害を防ぎましょう！
●誰もが被害者の可能性
　・�「まさか私のところに電話がかかるなんて」、「私はだいじょ
うぶ」。振り込め詐欺や悪質商法に対して、多くの人がそ
う思っています。

　・�しかし、年々手口は巧妙になり、誰もが被害者になる可能
性があります。

●みんなで防ぐ
　・�情報を伝えることで被害防止につながります。ひとりで防
ぐよりみんなで防ぎ、高齢者の詐欺被害防止につなげま
しょう

●その電話！「振り込め詐欺」ではありませんか？
　�未公開株・ＦＸ取引・先物取引・絶対に儲かる・高額で買い
取る・過去の被害を回復する

こんな言葉が確認できれば、詐欺ではないかと疑ってみ
る必要があります。
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8
月
4
日
～
5
日
、
あ
わ
ら
市
の
灰
屋
に
お
い
て
市
町
老
連

の
女
性
リ
ー
ダ
ー
33
名
が
参
加
し
て
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

【
内　

容
】

1. 

基
調
説
明

　

 

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行
動
提
案

　
　

(1) 

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
「
一万
人
会
員
増
強
運
動
」
の　

　
　

  

推
進

　
　

(2) 

新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案

　
　

(3) 

高
齢
消
費
者
被
害
防
止

２
．
講　

演

①「
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に

 

〜
地
域
の
高
齢
者
を
守
ろ
う
〜
」

福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

松
本　

幸
子 

氏

　
　

 　

高
齢
者
は
、「
お
金
」「
健
康
」「
孤
独
（
さ
み
し
い
）」

の
三
つ
の
大
き
な
不
安
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
悪

質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
こ
れ
ら
の
不
安
を
あ
お
り
親
切
に
し

て
信
用
さ
せ
、大
切
な
財
産
を
狙
って
い
る
。
一人
暮
ら
し
や
、

外
出
す
る
機
会
が
減
り
一人
で
暮
ら
す
時
間
が
増
え
た
り
す

る
高
齢
者
は
「
話
し
相
手
が
ほ
し
い
」
と
感
じ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
そ
ん
な
心
理
に
つ
け
込
み
話
し
相
手
に
な
る
な

ど
近
づ
き
、
話
を
す
る
う
ち
「
親
切
に
し
て
く
れ
た
い
い
人

だ
か
ら
」
と
相
手
を
信
用
さ
せ
て
次
々
と
契
約
を
繰
り
返

さ
せ
る
ケ
ー
ス
も
目
立
つ
と
の
お
話
が
あ
り
、
高
齢
者
の
消

費
者
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
地
域
で
の
見
守
り
活
動

が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

◎
こ
ん
な
変
化
に
注
意
し
て
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
気
づ
き
」　
○ 

居
宅
に
、
同
じ
よ
う
な
商
品
が
大
量
に
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
○ 

居
宅
に
、
不
審
な
業
者
が
出
入
り
し
て
い
る
形

跡
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
○ 

元
気
が
な
く
、
悩
ん
で
い
る
様
子
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
○ 

お
金
に
困
って
い
る
様
子
は
な
い
か
。

　
「
声
か
け
」　
○ 

変
化
や
不
審
な
点
に
気
づ
い
た
ら
声
か
け
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

・
何
か
困
って
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　

・
業
者
か
ら
勧
誘
さ
れ
て
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　

・
本
当
に
必
要
な
契
約
で
す
か
？

　
「
つ
な
ぎ
」　
○ 

ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
に
あ
っ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
ら
、

本
人
が
納
得
し
た
上
で
消
費
者
セ
ン
タ
ー
等
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②「
自
分
に
ち
ょ
う
ど
い
い
食
事
量
と
は
」

管
理
栄
養
士　

岩
本　

利
恵
子 

氏

　
　

 　

食
事
の
基
本
は
、
1
日
3
回

（
朝
、
昼
、
夕
）、
主
食
（
米
、

パ
ン
、
麺
類
な
ど
）、
主
菜
（
魚
、

肉
、卵
、大
豆
な
ど
）、副
菜
（
野

菜
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
て
、

栄
養
素
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た

食
事
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
主

食
、
主
菜
、
副
菜
を
組
み
合
わ

せ
た
食
事
を
基
本
と
す
れ
ば
、
特
定
の
成
分
を
強
化
し

た
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
）
に
依
存
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

 　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
も
塩
分
の
取
り

過
ぎ
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
旨
味
や
酸
味
で

食
べ
た
り
薄
味
に
な
れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
　

 　

さ
ら
に
、
食
べ
る
量
に
は
身
長
、
体
重
、
身
体
活
動

量
に
よ
り
個
人
差
が
あ
り
、
体
重
と
身
長
を
用
い
て
計

算
で
き
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
格
指
数
）
を
目
安
に
す
る
と
よ

い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

３
．
分
散
会

テ
ー
マ
①  

悪
質
商
法
、
詐
欺
被
害
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

被
害
防
止
に
つ
い
て

　

 　

○
実
践
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
実
践
し
て
み
た
い
こ
と

　
　
　

・ 

日
常
会
話
の
中
で
、
悪
質
商

法
の
こ
と
を
話
題
に
す
る
。

　
　
　

・ 

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
家
族
に
確

認
、
警
察
等
への
通
報
。

　
　

○
課
題
（
問
題
点
等
）

　
　
　

・ 

当
事
者
が
周
囲
の
人
に
内
密

に
す
る
。

　
　
　

・ 

何
で
も
相
談
で
き
る
信
頼
関

係
づ
く
り
。

　
　

○（
地
域
に
）
広
め
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

　
　
　

・
サ
ロ
ン
等
で
の
啓
発
活
動
。

　
　
　

・
声
掛
け
、
見
守
り
活
動
。

テ
ー
マ
② 

女
性
会
員
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

　
　

○
実
践
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
実
践
し
て
み
た
い
こ
と

　
　
　

 

・ 

多
彩
な
行
事
の
実
施
に
よ
り
、
加
入
促
進
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
　
　

・
そ
の
人
の
興
味
が
あ
り
そ
う
な
サ
ー
ク
ル
等
への
勧
誘
。

　
　
　

 

・ 

声
掛
け
で
9
名
が
加
入
し
た
。
声
掛
け
の
重
要
性
を

実
感
し
た
。

　
　

○
課
題
（
問
題
点
や
工
夫
点
等
）

　
　
　

 

・
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
。

　
　
　

 

・
若
手
が
増
え
る
と
、
高
年
者
が
脱
会
す
る
。

　
　
　

 

・
事
業
の
見
直
し
が
必
要
。

　
　

○
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
で
き
る
こ
と

　
　
　

 

・ 

役
員
が
楽
し
く
い
き
い
き
と
活
動
を
し
て
、
前
向
き
な

姿
勢
を
示
す
。

　
　
　

 

・
年
齢
層
に
応
じ
た
活
動
を
実
施
す
る
。

　
　
　

 

・
会
員
の
希
望
に
沿
っ
た
活
動
を
実
施
す
る
。

　
　
　

 

・
い
ろ
ん
な
機
会
を
と
ら
え
て
の
声
掛
け
、
Ｐ
Ｒ
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
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6
月
1
日
～
2
日
、
東
京
都
全
社
協
に
お
い
て
全
老
連

主
催
の
中
央
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は

西
川
征
男
福
井
市
老
連
副
会
長
と
山
下
忠
鯖
江
市
老
連

会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
総
力
を
結
集
し
て
、
一
〇
〇
万
人
会

員
増
強
を
達
成
し
よ
う
！
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
会
員
増

強
目
標
の
達
成
に
向
け
た
情
報
交
流
と
、「
新
地
域
支
援

事
業
」
に
つい
て
の
共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、行
政
説
明
、基
調
報
告
、事
例
発
表
、グ
ル
ー
プ
協
議
、

講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
内　

容
】

　

１
．
厚
生
労
働
省
の
説
明　

　
　
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
事
業
に
つ
い
て
」　

（
厚
労
省 

川
部
勝
一
老
健
局
振
興
課
課
長
補
佐
）

　
　

① 

２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重
度
な
要
介
護
状
態

と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
実
現
。

　
　

② 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で
あ
る
市

町
村
や
都
道
府
県
が
、
地
域
の
自
主
性
や
主
体

性
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
　

③ 

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
全
国
一

律
で
あ
っ
た
要
支
援
者
に
対
す
る
訪
問
・
通
所
介

護
が
、
市
町
が
行
う
新
地
域
支
援
事
業
に
移
行
。

　
　

④ 

新
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
あ
た
って
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
地
域
の
多
様
な
主
体
を
活

用
し
て
の
高
齢
者
支
援
が
必
要
。

　
　

⑤ 

要
介
護
が
軽
い
方
へ
の
声
掛
け
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
簡

単
な
も
の
は
、
地
域
住
民
が
支
援
の
担
い
手
と
し

て
参
加
。

　

２
．
基
調
報
告　

　
　
「
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行
動
提
案
」

（
全
老
連 

齊
藤
秀
樹
常
務
理
事
）

　
　

 　

老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
行
って
き
た
、友
愛
活
動
、

健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
活
動
の
経
験
を
生
か
し
、

新
地
域
支
援
事
業
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
地
域
住
民

と
と
も
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

事
業
（
活
動
）
が
多
様
な
関
係
者
に
も
理
解
さ
れ
、

連
携
が
深
ま
る
。
そ
の
こ
と
が
、
現
在
推
進
し
て
い

る
一
〇
〇
万
人
会
員
増
強
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
．
事
例
発
表

　
　

① 
社
会
福
祉
協
議
会
や
町
内
会
の
協
力
を
得

た
会
員
増
強
の
取
り
組
み

（
茨
城
県
坂
東
市
新
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

　
　
　

・ 

福
祉
推
進
員
への
協
力
依
頼

　
　
　
　

 

町
内
会
長
、
民
生
委
員
で
組
織
さ
れ
た
「
社

会
福
祉
協
議
会
支
部
」

　
　
　

・ 

事
業
の
実
施

　
　
　
　

 

会
員
を
集
め
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
説
明
会
を

含
め
た
事
業
展
開
。

　
　
　

取
り
組
み
の
成
果

　
　
　

・ 

支
部
組
織
の
活
用
に
よ
り
、幅
広
い
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
啓
発
で
き
た
。

　
　
　

・ 

若
い
世
代
が
加
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な

活
動
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
　
　

・ 

会
員
の
若
返
り
に
よ
り
、
役
員
の
後
継
体
制
作

り
が
で
き
る
。

　
　

② 

若
手
会
員
の
声
も
取
り
入
れ
た
会
員
増
強
運
動

　（
鳥
取
県
伯
耆
町
老
連
）

　
　
　

 

・ 

加
入
促
進
に
関
す
る
事
業

　
　
　
　

 

若
手
委
員
会
設
置
、
未
加
入
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、

単
位
ク
ラ
ブ
に
若
手
活
動
員
設
置
、
新
規
加
入

促
進
運
動
、
若
手
委
員
会
主
催
新
規
事
業

　
　
　

・ 

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
Ｐ
Ｒ 

　
　
　
　

 

広
報
誌
の
発
行・会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
作
成
（
全

戸
配
布
）、
支
え
合
い
活
動
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成

　
　
　

取
り
組
み
の
成
果

　
　
　

・
地
道
な
活
動
が
少
し
ず
つ
実
を
結
ん
で
い
る
。

４
．
グ
ル
ー
プ
協
議

　
　

 　

単
位
ク
ラ
ブ
や
連
合
会
に
お
け
る
「
会
員
増
強
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
」「
会
員
増
強
に
向
け
て
の
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

５
．
講　

演

　
　
「
新
地
域
支
援
事
業
の
取
り
組
み
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
」

　
（
文
教
学
院
大
学
准
教
授
　
中
島
　
修
　
氏
）

　
　

 　

世
帯
構
成
の
推
移
と
見
通
し
、
高
齢
者
人
口
と

要
介
護
認
定
率
の
推
移
、
介
護
保
険
制
度
の
動
向
、

新
地
域
支
援
事
業
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
の
講
演

が
あ
り
、
新
地
域
支
援
事
業
に
お
い
て
は
「
老
人
ク

ラ
ブ
は
サ
ロ
ン
活
動
や
日
常
の
生
活
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
33
回
　
都
道
府
県
・
指
定
都
市
　
　
　

　
　
　
　 

老
人
ク
ラ
ブ
中
央
セ
ミ
ナ
ー
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7
月
2
日
～
3
日
の
2
日
間
の
日
程
で
、
名
古
屋
市
の
名
古

屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
17
市
町

老
連
の
代
表
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
原
智
津
栄
美
浜
町
老
連
会
長
が
「
若
手
・

女
性
委
員
の
活
用
で
ク
ラ
ブ
が
活
性
化
し
て
い
る
事
例
」
に
つ
い

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

【
内　

容
】

１
．
基
調
説
明　
　
　

　

 

「
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行
動
提
案
」

―
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
て
ー

（
全
老
連
参
事
　
河
野
　
敦
子 
氏
）

　

⑴
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

　

 

①
高
齢
者
の
状
況

　
　

 

○
２
０
２
５
年
に
は
高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え
る
。

　
　

 

○
65
歳
以
上
の
単
独
世
帯
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加
。

　
　

 

○
認
知
症
高
齢
者
、
軽
度
の
認
定
者
数
の
増
加
。

　

 

②
介
護
保
険
法
の
改
正

　
　

 

○ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
（
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る

こ
と
を
め
ざ
し
た
仕
組
み
を
、
２
０
２
５
年
度
を
目
途

に
実
現
）

　
　

 

○
新
地
域
支
援
事
業
への
移
行

　

 

③
高
齢
消
費
者
被
害
の
深
刻
化

　
　

 

○ 

高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の

特
殊
詐
欺
被
害
の
増
加

　

⑵
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行
動
提
案

　

 

① 

老
人
ク
ラ
ブ
「
一〇
〇
万
人
会
員
増
強
運
動
」（
第
2
年

次
）
の
推
進

　

 

② 

新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て
の
行
動
提
案

　

 

③ 

高
齢
消
費
者
被
害
防
止

　
　

 

○ 

老
人
ク
ラ
ブ
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推

進
（
平
成
26
年
度
～
28
年
度
）

　
　

 

○ 

単
位
ク
ラ
ブ
に
「
見
守
り
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
設
置

２
．
講　

演

　

 

「
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
」

　
（
三
重
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
　

准
教
授
　
大
西
　
丈
二
　
氏
）

　

 　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、

医
療
・
介
護
機
能
再
編
（
病

床
再
編
）、
生
活
習
慣
病
と

老
年
病
、
※
フ
レ
イ
ル
予
防

な
ど
に
つい
て
の
講
演
が
あ
り
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
新
地
域
支
援
事

業
で
は
シ
ニ
ア
の
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
で
も

出
来
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
甲
斐
や
楽
し
み
を
持
つ

こ
と
、
居
場
所
や
役
割
が
あ

る
こ
と
は
自
ら
の
健
康
を
守

る
こ
と
に
も
な
る
。」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

３
．
事
例
発
表

　

 　

各
県
老
連
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
つい
て
事
例
発
表

を
行
っ
た
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

① 

行
政
や
自
治
会
、
他
団
体
と
の
連
携
で

　
　
　
成
功
し
て
い
る
事
例
（
三
重
県
老
連
）

　
　
　

・
敬
老
会
を
自
治
会
と
合
同
開
催

　
　
　

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
出
前
講
座
への
参
加

　
　
　

・
学
校
行
事
への
参
加

　
　

②  

若
手
・
女
性
委
員
の
活
用
で
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
活
性
化
し
て
い
る
事
例
（
福
井
県
老
連
）

　
　
　

・
女
性
い
き
い
き
集
い
の
開
催

　
　
　

・
女
性
部
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

　
　
　

・
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

　
　

③ 

地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
で

　
　
　
成
功
し
て
い
る
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
石
川
県
老
連
）

　
　
　

・ 

友
愛
マッ
プ
の
作
成
（
地
域
と
の
関
わ
り
が
希
薄
な
高

齢
者
の
発
見
）

　
　
　

・ 

マッ
プ
作
り
を
通
し
た
友
愛
訪
問

　
　

④
ク
ラ
ブ
の
復
活
又
は
新
設
さ
れ
た
事
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
知
県
老
連
・
富
山
県
老
連
）

　
　
　

・ 「 

老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
の
は
さ
み
し
い
」
と
の
声
を
受
け

て
、
有
志
が
声
掛
け
を
し
て
復
活
・
新
設

　
　

⑤ 

サ
ー
ク
ル
活
動
で
ク
ラ
ブ
が

　
　
　
活
性
化
し
て
い
る
事
例
（
岐
阜
県
老
連
）

　
　
　

・ 「
健
康
体
操
」
を
通
じ
て
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
と
会
員
増
強

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

フ
レ
イ
ル
と
は
？

　
年
齢
に
伴
っ
て
、
筋
力
や
心
身
の
活
動
が
低
下
し
た
状
態
の
こ
と

で
す
。
高
齢
者
の
多
く
は
「
フ
レ
イ
ル
」
の
段
階
を
経
て
要
介
護
状

態
に
な
る
の
で
、
早
期
発
見
や
そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
が
大
事

で
す
。

※
予
防
法
：
①
タ
ン
パ
ク
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
食
事 

②
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動 
③
身
体
の
活
動
量
や

認
知
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク 

④
感
染
予
防 

等
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題  字／吉川  壽一  書

～のばそう！健康長寿、担おう！地域づくりを～～のばそう！健康長寿、担おう！地域づくりを～

　県老連では、市町老連・地区老連が実施する「健康と生きが
いづくり事業」を支援するために「健康づくり推進員」を設置
し、要請に応じて講義や実技指導者として派遣しています
が、平成27年度から、新たに坂井市丸岡町の石田正美氏（写
真）を「健康づくり推進員」として委嘱いたしました。（全老連
主催の健康づくり中央セミナー（27年3月2日～3日）を受
講、全老連「健康づくり推進員」認定）

健康づくり
推進員の紹介

新役員紹介

会 　 長

副 会 長

理 事

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

　 〃 　

常務理事

評 議 員

堀 内　　英 治

藤 井　　溢 美

三 嶋　　重 徳

土 屋　　順 信

八 十 島  幸 雄

五十嵐  二三男

池 上　栄 一 郎

藤 本　　澄 子

中 谷 　 章

小 川　　宣 夫

八 木　敬 一 郎

（福 井 市 老 連）

（敦 賀 市 老 連）

（小 浜 市 老 連）

（大 野 市 老 連）

（越 前 市 老 連）

（坂 井 市 老 連）

（越 前 町 老 連）

（県老連女性委員長）

（県社協専務理事）

（ 県 老 連 ）

（あわら市老連）

（平成 27年 5月 29日就任）

健康づくり推進員一覧

会長　堀 内　英 治

就任のごあいさつ
一般財団法人 福井県老人クラブ連合会

　この度、県老連役員の改選に伴い会長に就任いたしました。

　老人クラブ会員の皆様におかれましては、平素より本会の事業推進にご支援・ご協力を賜り

厚くお礼申し上げます。

　さて、老人クラブでは、健康・生きがいづくり活動や友愛活動、奉仕活動を通じて安心・安全

な地域づくりに取り組んでいるところです。

　高齢者が増え続けるなか、要介護者の増加、高齢者の孤立、消費者被害の拡大などさまざまな問題が表面化してい

ますが、住みなれた場所での生活を長く続けるためには、これまでの経験を生かして、自らの健康寿命をのばし、同

世代同士の見守りや生活支援による支え合い活動に取り組んでいく必要があります。

　特に、平成27年度からの介護保険制度の見直に伴う「新地域支援事業」に積極的に参画し、市町行政や他団体と

協働し取り組むことが求められています。

　これらの取り組みにより老人クラブが広く認知され、現在推進している会員増強運動にもつながるものと考えます。

　今後とも、会員の皆様方のご支援・ご協力をお願いいたしますとともに、ますますのご健勝とご活躍をご祈念申しあ

げまして、就任のごあいさつといたします。

健康づくり推進員 支　　援　　内　　容

松 澤　甚 三 郞 福 大 名 誉 教 授 保健体育、運動・スポーツ医学、健康科学に関する講義
軽スポーツ（公式ワナゲなど）などの指導

岩 本　利 恵 子 管 理 栄 養 士 食育、肥満、生活習慣病などの食と栄養に関する講義と栄養相
談、レクリエーション、体力測定などの指導

田 畑　 正 生 元 越 前 市 老 連
活 性 化 推 進 員 軽スポーツ（公式ワナゲなど）、体力測定などの指導

水 永　 恵 子 美 浜 町 老 連 レクリエーション、軽スポーツ（公式ワナゲなど）、
ラジオ体操、体力測定などの指導

山 品　 弘 子 大野市レクリエー
シ ョ ン 協 会 長

レクリエーション、健康管理（脳トレ）、ラジオ体操
公式ワナゲなどの指導

石 田　 正 美 坂 井 市 老 連
軽スポーツ（ゲートボール、公式ワナゲ、ビンゴボート
スティックリングなど）、体力測定などの指導


